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地域共生情報２００3年１・２月号　ナウマンぞうの突撃レポート



　今回は、１０月１日オ－プンの有限会社フロームハート　デイサービス部門として開設されました「のんびり」をご案内します。

　「のんびり」は，市民運動活動家　武田善明さん・恵さんご夫婦がさんが構想期間２年かけ作り上げた施設です。せかせか忙しい日本の社会から解放された「スロー」という言葉に引かれいきついた場所が「のんびり」だそうです。２人は、「てまひま」「のんびり」「もったいない」「わいわいがやがや」「いいとこさがし」をモットーに従業員一同スタートしました。

　それだけに、施設の中は、こだわりいっぱいです。建物は、武田さんの自宅を改装し、１回部分を活用しています。約１００㎡の施設の中央にはストーブがあり、木のぬくもりを大切にした空間です。台所は、オープンスタイルで、ユー字型の食堂は，従業員も一緒に食べながら、会話を楽しんでいます。

　いちばんの自慢は、オープンデッキにある釜戸です。見学させていただいた日も、その釜戸で作った五目御飯を昼食中でした。お焦げがとてもおいしそうです。もちろん漬物も手作りで、きゅうりのぬかづけは最高です。一度ご賞味ください。

　毎日の日課は、「のんびり」を大切にしてるので、計画はありながらも、その日の利用者の気分と体調・意見を大切

に決めています。おはなし、散歩、買い物、おやつつくりなど人間同士のつながりを大切にしていきたいとスタッフ一同工夫しています。

　もうひとつの自慢は、庭にある一坪農園です。利用者の方が蒔いたかぶと小松菜が生えていました。これから収穫して昼食に活用して行きます。

　まだオープン仕立てのため利用者は、毎日平均４～５人でまだまだ余裕はたっぷりです。

家庭的な雰囲気を求める利用者には、ぴったりの施設です。一度ご見学ください。
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のんびり探しの１ヶ月

のんびりさがし1ケ月　　　　（文・武田善明・恵）

10月1日営業開始。ドタバタ、ソワソワ、ウロウロ、アタフタの長い一か月をまとめてみた。
第1週
利用者が何を求めているかわからない。しかし、何かをしなければと心が騒ぐ。
「利用者の自立支援が私の仕事」と自分に害い聞かせるが、ポツンと所在なさげにしてい
る利用者を見ると、そっちへあっちへとドタバタの連続。

3日目だったかウロウロの筆頭格だった武田が、皆に問うた。「アタフタしても始まらぬ。
かまどでサツマイモでもふかすか」。かまどで火をたく武田の背中に利用者の目が集中する。小一時間はかかったろうか。イモにはしをさしてみると、スゥーと通る。出来あがり。まだ、2時を少し回ったばかり。しかけが早すぎた。利用者の目の前で、サツマイモが湯気をたてている。「少し早いけど食べようか」と事務担当の明美が言う。
二つに割ると黄色くなったホッカホカのサツマイモが顔を出す。甘く、やわらかく、ほのかなイモの香りがそれまでの緊張を消し去った。
座はなごんだ。利用者Aが「鬼まんじゅうをつくろう」という。

やっと１週間がたった。
手提げ袋から折り紙を出す。この日の利用者は5人で、しかも5人とも90代。ヘルパ一も看タッフ5人中3人が箱の作り方を知らなかった。Bがゆっくりした口調で、「そうじゃないのここを折るの！そうそう、やればできるじゃないの」どちらが利用者かわからない。

　終了ミーティングのとき、ヘルパーのカズコがＢの持ってきた歌集をみんなに見せた。

北国の春体操とある。「しらかばー」で右をまわす。「あおぞーら」でもう一度回すといいたものでこれなら誰でもできそうだ。相談員の綾乃が言った。「Ｂさんの利用日に教えてもらいましょう。みんなでやればいい面白い。」

１０月７日利用者も加わって、畑に蒔いた種が３日でもう芽を出している。


場所　　名古屋市南区豊１－３－８　＊南区と瑞穂区の境界です。センチュリーマンションのすぐ南

電話　　　０５２－６９２－７０７０

名称　　　有限会社フロムハート　デイサービス　のんびり　　　　　　　　定員　　　二十名
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ナウマンぞうの突撃レポート


第５回　「デイサービス　のんびり」
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▲従業員と利用者が食事を囲む風景





▲オープンデッキにある自慢の釜戸
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